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Abstract 
•  銀河中心領域へのガス供給は “AGN活動性／nuclear starburst／
nuclear star clustersの形成” にとって非常に重要 
•  ガス供給メカニズムの１つとして 円盤銀河衝突合体 が考えれれ
ている (Barnes & Hernquist 1996, Barnes 2002, Kazantzidis et al. 
2005) 
•  これまでのシミュレーションでは、空間／質量分解能が極めて低く、
星間ガスモデルとして、等温（T ~ 104 K）か、低温ガスを考慮しない（T 
> 104 K）モデルを用いていた 
　・ 空間分解能（gravitaJonal soLening） > 100 pc 
   ・ 質量分解能 > 105‐6 M 

　→ 1, 銀河合体における空間的に広がった星／星団形成が再現で
きない（Saitoh et al. 2009） 
　　  2, 銀河中心領域の構造などを見るには 分解能が足りない 
• 我々のアプローチ 
　・ 低温高密度ガスを分解した超高分解能シミュレーション (Saitoh 
et al. 2009) 

SimulaJon 
•  シミュレーション方法 
　・ シミュレーションコード  “ASURA” (Saitoh et al. 2008, 2009) 
　　　　　~並列化Tree+GRAPE SPH/N体シミュレーションコード 
　　・ 星間ガスモデル 
　　　・ SPH粒子（MSPH ~ 2×104 M） 
　　　・ 放射冷却 (10 K < T < 108 K) 
　　　・ 超新星爆発 
　　　・ 星形成 
　　　　・ nH > 100 cm‐3 

　　　　・ T < 100 K 
　・それぞれの銀河モデル 
　　・ disk (星+ガス) 
　　　・ exponenJal disk 
　　　・ ガス 
　　　　・ 1. 8×109 M（粒子数 15万体）   
　　　・ 星 
　　　　・ 4.5×109 M（粒子数 34万体）  
　　・ dark halo 
　　　　・ 1011 M（粒子数 700万体）    　　  

Results 1 
• Hyper star clusters形成 
  ・ 銀河衝突過程で、107 M"

 以上のclustersが形成さ
  れる 。

 ・ 全てのモデルで形成。

 ・ 右図はproproの初期衝突
　 以降のsnapshot。 

Results 2 
• 銀河中心領域(r<40 pc)へのガス／星供給 
　・ hyper star clustersが中心領域に落ちるため 
　　質量供給率が非常に高くなる　  

Results 3 
• Merger RemnantのProfile 
       (T=1.2 Gyr) 
 　・ 全てのモデルにおいて質量 
　　供給が起こるため、（初期衝 
　　突以降に）新しく形成された 
　　星のprofileはsteepになる。 
　・ ベキが 3乗よりも強い 
　　→ soLening 以内に中心集中 

Discussion 
•  巨大ブラックホール形成／成長 
　・ コンパクトな Hyper star clusters 
　→ そこで中間質量ブラックホール形成の可能性 
　→ Ebisuzaki シナリオ（Ebisuzaki et al. 2001） 
•  z~ 0.1 の mulJple core銀河 
　・ mulJple mergerと思われていたが、1回のmajor mergerでも説明
できる可能性 　  

Conclusions 
•  “ASURA”を用いて、ガスの密度レンジと空間分解能を大幅に上げた
銀河衝突合体の超高分解能シミュレーションをおこなった 
•  結果 
　1, 銀河衝突合体過程で Hyper star clustersが形成 
　2, それらが銀河中心（重力soLening length以内）に落ちる 
　3, merger remnant の profile 
      新しく形成された星のprofileが銀河中心領域で ‐3乗より強いベキ 
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２つの銀河中心へのガス／新しい星の供給率の時間変化
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